
手
稲
山
、
三
角
山
な
ど
札
幌
を
代
表

す
る
山
々
が
あ
る
西
区
。
こ
れ
か
ら

の
季
節
、
少
し
足
を
延
ば
し
て
自
然

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
月
号
で

は
、
自
然
を
観
察
す
る
見
ど
こ
ろ
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ヒ
グ
マ
な
ど

の
危
険
な
動
物
の
生
態
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

■
平
和
の
滝

　

市
内
の
滝
で
は
、
南
区
の
あ
し
り
べ
つ
の

滝
に
次
い
で
知
名
度
が
高
い
。
琴
似
発
寒
川

の
上
流
に
位
置
し
、
右
股
の
滝
と
も
い
わ
れ

る
。
今
よ
り
水
量
が
多
か
っ
た
こ
ろ
は
、
近

く
の
寺
の
道
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

も
有
名
。
滝
へ
の
入
口
の
手
前
は
広
場
に
な

っ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

■
自
然
歩
道

　

平
和
の
滝
入
口
か
ら
手
稲
山
南
面
を
通
り

山
頂
に
達
す
る
中
級
者
向
け
の
コ
ー
ス
。
札

幌
の
山
々
の
中
で
最
も
変
化
に
富
ん
だ
ル
ー

ト
と
さ
れ
る
。
天
気
の
良
い
日
に
は
、
山
頂

か
ら
遠
く
羊
蹄
山
も
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
手
稲
山
に
は
、
野
鳥
や
リ
ス
、
昆
虫
な

ど
の
野
生
生
物
も
数
多
く
生
息
し
て
お
り
、

登
山
の
足
を
休
め
観
察
す
る
の
も
楽
し
い
。

　

登
頂
ま
で
に
は
、
大
人
の
足
で
約
3
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
降
り
る
時
間
も
考
慮

し
て
登
り
始
め
る
時
間
は
少
し
早
め
が
い
い
。

　

水
道
施
設
の
上
に
作
ら
れ
た
広
大
な
芝
生

広
場
を
持
つ
公
園
。
こ
こ
は
、
見
晴
ら
し
が

良
く
西
区
の
市
街
地
を
一
望
で
き
る
。
た
だ

し
、
夏
場
は
木
の
茂
み
が
視
界
を
遮
っ
て
い

る
た
め
、
冬
場
の
方
が
良
い
。
冬
場
は
西
区

は
も
と
よ
り
ほ
ぼ
札
幌
全
域
を
見
渡
す
こ
と

が
で
き
、
正
月
の
ご
来
光
な
ど
朝
日
を
見
る

に
は
絶
好
の
場
所
。
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西
区
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イ
ド

地
下
鉄
発
寒
南
駅
発
Ｊ
Ｒ
バ
ス
「
発

42
」
ま
た
は
地
下
鉄
琴
似
駅
発
「
琴

42
」「
琴
42-

１
」
で
「
平
和
の
滝
入
口
」

下
車
。
平
和
の
滝
ま
で
徒
歩
25
分
。

平
和
の
滝
〜
手
稲
山

地
下
鉄
宮
の
沢
駅
発
Ｊ
Ｒ
バ
ス
「
宮

43
」
な
ど
で
「
西
野
3
条
10
」
下
車
。

徒
歩
10
分
。
ま
た
は「
循
環
宮
51
」「
循

環
宮
52
」
で
「
宮
の
沢
3
条
3
」
下
車
。

徒
歩
5
分
。

宮 

丘 

公 

園

▲宮丘公園の芝生広場
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